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ピロリ菌感染 胃炎 胃がん

そのままにすると…ほとんどの場合、無症状

帯広市では中学２年生と中学３年生（義務教育学校８年生と９年生）のみなさんを対象に尿検査で
ピロリ菌の感染があるかどうかを調べる検査（ピロリ菌尿中抗体検査）をしています。

ピロリ菌の感染期間が長くなるほど、胃潰瘍や胃がんなど胃の病気が発生しやすくなるため、

中学生のうちに早期に除菌治療を行うことで、“胃がん予防効果が確実になる”と考えられています。
症状が出る前に検査で自分のからだのことを知り、健康を守りましょう。

ピロリ菌は感染していてもほとんどが無症状なため、感染しているか調べることが重要です！

胃がんや胃炎を引き起こす

ピロリ菌あなたは大丈夫？？

中・高校生の
ピロリ菌感染者数

３～５人

100人中

大人だけじゃない💦【ピロリ菌に感染していたら…】

日本で発見される胃がん患者の99％がピロリ菌に
感染していることがわかっています

【ピロリ菌に感染…どうしたらわかるの？】 学校尿検査の時に調べられます◎


